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アイディア賞
「進撃の巨人」

美術賞
「進撃の女王」

観光物産協会賞
「アナと雪の女王  小原版」

ファンタジー賞
「スーパーマリオブラザーズ」

工業振興協議会長賞
「妖怪ウォッチ  in  上町」

ユーモア賞
「マリオパーティ−」

国際ソロプチミストばんげ賞
「なんか、ようかい？ウォッチ」

ロータリークラブ賞
「橋本のスーパーマリオブラザーズ」

優秀賞「ワンピース」

優秀賞「妖怪うきうきウォッチング」

ば
ん
げ
秋
ま
つ
り
が
９
月
13
・

14
日
に
開
催
さ
れ
、
宵
ま
つ
り
で

は
、
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
太

鼓
台
（
と
し
ゃ
れ
っ
こ
）
を
引
き
、

祭
り
囃
子
（
は
や
し
）
の
音
色
に

誘
わ
れ
て
多
く
の
町
民
や
観
光
客

が
詰
め
か
け
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
迫
力
あ
る
山
車
を
目
に
焼
き

付
け
て
い
ま
し
た
。

本
ま
つ
り
の
稚
児
行
列
で
は
、

鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

ま
た
、
仮
装
山
車
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
登
場
し
た
坂
下
地
区
15
自

治
会
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
な
発
想
と

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
、
中
に
は
予
想

も
し
な
い
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
な

ど
多
種
多
様
な
山
車
が
集
ま
り
審

査
員
が
頭
を
悩
ま
せ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
今
年
は
桜
木
町

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

新町

柳町上町緑町

新栄町

橋本茶屋町

鉄砲町

小原

古坂下



商工会長賞
「只見線トーマス」

最優秀賞「アナ雪・櫻プリンセス」

神輿御渡稚児行列

提灯行列

ライオンズクラブ賞
「妖怪ウォッチ」

諏訪町

仲町

桜木町

秋
ま
つ
り

青年会議所賞
「金田一少年の事件簿」

本町

技術賞
「アナと雪の女王」

新富町



総額85.0億円　　前年比19.3億円減

町　税
15.8億円（18.6%）

地方交付税
27.6億円（32.5%）

町　債 
13.8億円（16.2%）

国庫支出金
6.4億円（7.5%）

県支出金
10.3億円
（12.1%）

その他の交付金
1.9億円（2.4%）

地方譲与税
1.1億円
（1.3%）

依存財源
（72.0％）

自主財源
　　（28.0％）
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4
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4
4

4
4

4
4

3
○分担金及び負担金
 0.2億円（0.3%）
○使用料及び手数料
 1.3億円（1.5%）
○財産収入
 0.7億円（0.8%）
○繰入金
 1.6億円（1.9%）
○繰越金
 2.0億円（2.4%）
○諸収入
 2.1億円（2.5%）
○その他
 0.02億円（0.0%）

平成25年度　普通会計決算の内容

歳入総額 85.0億円

歳出総額 83.3億円 　総 務 費　　【一般的な事務に】
「人の駅・川の駅・道の駅」事業� 4.2億円
地域づくり推進事業� 0.6億円
地区コミュニティーセンター整備事業� 0.6億円

　民 　 生 　 費　　【福祉増進のために】　
介護保険特別会計繰出金� 2.6億円
児童手当事業� 2.5億円
自立支援給付費等負担金事業� 1.9億円

　農林水産業費　　【農林業の振興に】　
福島県営農再開支援事業� 0.6億円
農業集落排水事業特別会計繰出金� 0.4億円
経営体育成支援事業� 0.3億円

　土 　 木 　 費　　【道路や橋の整備に】　
坂下東第一地区土地区画整理事業特別会計繰出金� 1.7億円
下水道事業特別会計繰出金� 1.1億円
ばんげひがし公園整備事業� 0.5億円

　教 育 費　　【学校、社会教育の充実に】
中学校校舎等整備事業� 1.1億円
南小学校屋内運動場耐震化事業� 0.8億円
幼・小・中学校通学通園補助� 0.6億円

　そ 　 の 　 他　　　　　　　　　　　　
議会費� 1.1億円
労働費� 0.9億円
災害復旧費� 2.6億円

主 な 内 容

その他  4.6億円（5.5%）

商工費
2.3億円（2.8%）

消防費
4.7億円
（5.6%）

総務費
12.4億円
（14.9%）

教育費
11.6億円
（13.9%）

民生費
17.7億円
（21.2%）

公債費
9.9億円
（11.9%）

土木費
9.5億円
（11.4%） 衛生費

4.8億円
（5.8%）

農林水産業費
5.8億円（7.0%）

町民1人当たりに使われたお金 総額499,037円
町民1人当たりが納めた税金 94,890円

1世帯当たりの税金 292,681円
【町民1人当たりに使われたお金】歳出83.3億円÷人口16,699人
【町民1人当たりが納めた税金】納付税額15.8億円÷人口16,699人
【1世帯当たりの税金】納付税額15.8億円÷世帯5,414戸
◎人口、世帯数は平成25年10月1日現在の数値です。
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会　計　名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 21.0億円 20.8億円
後 期 高 齢 者 医 療 1.6億円 1.6億円
介 護 保 険 18.3億円 17.8億円
下 水 道 事 業 4.2億円 4.2億円
坂下東第一地区土地区画整理事業 3.3億円 3.3億円
農 業 集 落 排 水 事 業 0.6億円 0.6億円
水 道 事 業 4.4億円 4.2億円

計 53.4億円 52.5億円

（小数点第2位以下を四捨五入して表示）
平成25年度　特別会計決算の内容

会津坂下町の財政指標（健全化判断比率）を公表します

主 な 内 容
【
国
民
健
康
保
険
】 

　
国
保
税
の
確
実
な
収
納
を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
率
等
特

別
対
策
事
業
に
取
組
み
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
る
国

保
税
に
よ
り
運
営
し
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
並
び
に
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各
種
保
健
事
業
の
充
実
強
化

を
図
り
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
や
早
期
治
療
が
老
後
の
健
康
維

持
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
適
正
化
対

策
を
進
め
、
今
後
も
保
険
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
10
年
以
上
が
経
過
し
、
制
度
へ
の

理
解
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
団
塊
の
世
代
が
高

齢
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
っ
た
要
介
護
者

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
の
介
護
予
防

に
よ
る
給
付
費
の
抑
制
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　

坂
下
東
処
理
区
の
桜
木
町
、
羽
林
地
内
で
延
長
３
４
７

ｍ
、
及
び
坂
下
中
央
処
理
区
の
緑
町
、
茶
屋
町
地
内
で
延
長

７
１
７
ｍ
の
管
渠
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
下
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
用
地
と
し
て
３
，
４
２
６
㎡
の
用
地

を
購
入
し
、
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】

　
本
年
度
の
主
な
事
業
は
、 

・
家
屋
移
転
等
５
件
３
棟
（
現
年
度
分
）

・
整
地
工
事　
１
，
２
５
９
㎡

を
補
償
・
整
備
し
ま
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　
窪
倉
・
合
川
・
陣
が
峯
城
・
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
水
道
事
業
】

　
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
区
画
道
路

整
備
に
伴
い
、
桜
木
町
地
内
で
延
長
３
１
０
ｍ
の
配
水
管
布

設
替
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
羽
林
、
気
多
宮
地
内

で
他
事
業
関
連
に
よ
る
延
長
１
０
０
ｍ
の
配
水
管
布
設
替
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

地方公共団体財政健全化法に基づく平成25年度決算の健全化判断比率は次のとおりです。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
わが町の比率

（早期健全化基準）
―

（15.0）
―

（20.00）
14.4

（25.0）
151.2

（350.0）
いずれかが早期健全化基準以上である場合、法で定める「財政健全化計画」を策定しなければなりません。
また、健全化判断基準のうち公営企業（水道事業、下水道事業、農業集落排水事業）の資金不足比率にお
いても該当しておりません。

○実質公債費比率
15.0％（H24）⇒14.4％（Ｈ25）
※0.6ポイント改善
要因：特別会計への繰出金の減や債務負担行為に
係る償還金の減等に伴うもの

※実質公債費比率とは・・・
普通会計の公債費（返済）と公営事業会計・一部
事務組合への公債費にあたる負担金を合わせた額
の標準財政規模に対する比率
3 ヵ年の平均値で算出される。

○将来負担比率
162.5％（H24）⇒151.2％（Ｈ25）
※11.3ポイント改善
要因：特別会計への繰出金見込み額の減や債務負
担行為に係る支出予定額の減等に伴うもの

※将来負担比率とは・・・
出資法人（第三セクター等）を含めた普通会計の
実質的な負債の標準財政規模に対する比率

【平成24年度と平成25年度の比較】
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町職員の給与・定員状況

　

職
員
の
給
与
は
、
国
家
公

務
員
や
そ
の
他
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
、
そ
し
て
民
間

の
給
与
水
準
等
を
考
慮
し
、

町
議
会
の
決
議
を
経
て
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
方
分
権

の
推
進
や
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
行
政
需
要
が
増
大
す

る
中
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
基

本
理
念
に
、
な
お
一
層
の
適

正
な
給
与
及
び
定
員
の
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
9
月
か
ら
平
成

26
年
3
月
ま
で
の
７
カ
月

間
、
職
員
は
給
料
表
に
合
わ

せ
一
・
二
級
は
3
％
、
三
・

四
級
は
4
％
、
五
・
六
級
は

6
％
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
役
及
び
町
議
会

議
員
は
10
％
削
減
を
実
施
し

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
管
理
班 

　

☎
84
‐
1
5
0
3

町職員の給与・定員状況を公表します

人件費の状況（普通会計決算）	 （注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含む

区　　分
住民基本
台帳人口

(25．3．31)
歳出額(千円)

Ａ
実質収支
（千円）

人件費（千円）
Ｂ

人件費
（Ｂ／Ａ）

前 年 度
人件費率

平　成
25年度 １７，０４３人 ８，５０５，９９４ １３８，５０７ １，２５２，５０２ １４．７％ １３．５％

職員給与費の状況（一般会計予算）	 （注）給与費は当初予算に計上された額

区　　分 職員数Ａ
給　　　　与　　　　費 ₁人当たり給

与費（Ｂ／Ａ）
（千円）

給　　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・勤勉手当
（千円）

計Ｂ
（千円）

平　成
26年度 １５３人 ５９２，１９０ ２４８，０５３ ２１６，８２３ １，０５７，０６６ ６，９１０

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成26年４月１日現在）

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平 均 年 齢

３１２，６１２円 ４３．１歳 ３０６，２６７円 ５６．８歳

職員の初任給の状況（平成26年４月１日）　

区　　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

法 定 初 任 給 採用２年経過給料額 法 定 初 任 給 採用２年経過給料額
大 学 卒 １７２，２００円 １８５，８００円 ─ ─
短 大 卒 １５２，８００円 １６６，９００円 ─ ─
高 校 卒 １４０，１００円 １４９，８００円 １３７，２００円 １４６，７００円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年４月１日）　

区　　分 経験年数７年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上２０年未満

一般行政職
大学卒 ２２４，３００円 ２８０，４００円 ３２８，９００円
短大卒 該当者なし ２６９，６００円 ３０８，５００円
高校卒 該当者なし ２２７，４００円 ２８７，８００円

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

6



7

町職員の給与・定員状況

職員手当の状況

手　当 ６　　月　　期 １２　　月　　期 合　　　　計
期 末 手 当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．６月分
勤 勉 手 当 ０．６７５月分 ０．６７５月分 １．３５月分
合 　 　 計 １．９月分 ２．０５月分 ３．９５月分

退職手当（最高限度額）
自己都合 勧奨退職

４６．５５月分 ５５．８６月分
その他
手　当 区　　分 扶養手当 住居手当 通勤手当 時間外手当 寒冷地手当

平　成
２4年度

支 給 総 額 22,945千円 3,865千円 5,438千円 33,128千円 10,540千円

職員₁人当たり
支 給 月 額 19,313円 26,840円 4,082円 21,400円 12,547円

平　成
２5年度

支 給 総 額 22,640千円 4,212千円 5,173千円 35,065千円 10,604千円

職員₁人当たり
支 給 月 額 19,726円 25,518円 4,217円 23,756円 12,684円

（注）職員 1 人当たり支給月額は、支給総額をそれぞれの支給要件に該当する職員数で除算し算出

特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等 期　末　手　当

給 　 料
町   長 ７９６，０００円 【26年度支給割合】

	 ６ 月期	 １２月期	 計
	 １．４月分	 １．５５月分	 ２．９５月分

副 町 長 ６４０，０００円
教 育 長 ５９９，０００円

報 　 酬
議 　 長 ２９９，０００円 【26年度支給割合】

	 ６ 月期	 １２月期	 計
	 １．４月分	 １．５５月分	 ２．９５月分

副 議 長 ２４２，０００円
議 　 員 ２２１，０００円

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分 職　員　数 対前年増減数 区　　分 職　員　数 対前年増減数
部　　門 Ｈ26 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ25 部　　門 Ｈ26 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ25

一 般
行 政 部 門

議　 会 ３ ３ ０ ０ 特別行政部門 教　 育 ４２ ３５ ７ ▲２
総　 務 ３６ ３７ ▲１ ２ 普通会計　計 １５８ １５２ ６ ０
税　 務 １０ １０ ０ ０

公営企業等
会 計 部 門

水　 道 ３ ３ ０ ▲１
民　 生 ２４ ２４ ０ １ 下 水 道 ４ ４ ０ １
衛　 生 １２ １２ ０ ０ 国　 保 ５ ６ ▲１ ▲１
農林水産 ６ ６ ０ ▲２ 介護保険 ４ ４ ０ １
商　 工 ６ ６ ０ ０ 小　計 １６ １７ ▲１ ０
土　 木 １３ １３ ０ ０

合　　　計 １７４ １６９ ５ ▲２
小　 計 １１６ １１７ ▲１ １

（注）上記職員数は、毎年 4 月 1 日現在で総務省自治行政局公務員部能率安全推進室で行っている
　　　「地方公共団体定員管理調査」（教育長、臨時職員を除く）の人数



宇内・塔寺・束松投票区の投票所の場所が変わりました。

今回の福島県知事選挙から、投票所が変更となった地区があります。
該当地区にお住まいの方はご注意ください。

（宇内・津尻地区）

（塔寺・塔寺二区・気多宮・新舘・杉・船窪地区）

（赤城新田・天屋・本名・杉山地区）

JA会津みどり川西支所

旧八幡小学校体育館

束松公民館

新投票所：浄運寺会館（宇内地区の集会所）

新投票所：八幡コミュニティセンター
　　　　　　  （旧八幡小学校跡）

新投票所：会津坂下町束松振興センター

10月26日（日）は
福島県知事選挙の投票日です　

忘れずに投票しましょう！

投票日当日に都合があって投票に行けない方は、期日前投票ができます。

入場券をご持参の上、以下の期日前投票所にお越しください。
※宣誓書の記入が必要となります。
入場券がなくても投票できますが、本人確認を行います。入場券を持参いただくと、
受付をスムーズに行うことができます。

場所 期間 時間

会津坂下町役場東分庁舎
（字市中二番甲3650番地）

１０月１０日（金）
～

１０月２５日（土）

午前８時３０分
～

午後８時００分

【問い合わせ先】町選挙管理委員会事務局　☎８４－１５０３

宇内投票区

塔寺投票区

束松投票区

⇨

⇨

⇨

光明寺

町　営
駐車場

町役場

本庁舎

北裏通り

〈期日前投票所の場所〉

ライヴァン通り

駐
車
場

期日前投票所

町役場東分庁舎

選挙管理委員会からのお知らせ　　　　
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1ＡＥＤの実演　2消火器を
使った初期消火訓練　3㈱リ
オンドールによる生活物資供
給訓練　4みつばちキッズ・
福祉ボランティアによる炊き
出し訓練　5消防協力隊によ
る放水訓練　6消防団・消防
署による中継送水訓練　7ヘ
リコプターによる救助訓練　
8はしご車による救出訓練　
9消防団女性班による応急手
当訓練　

7

会津坂下町
防災訓練

会
津
坂
下
町
防
災
訓
練
が
８

月
30
日
（
土
）、
広
瀬
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
広

瀬
地
区
の
区
長
会
や
民
生
児
童

委
員
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や

交
通
安
全
協
会
広
瀬
分
会
な
ど

各
種
関
係
機
関
が
多
数
参
加

し
、
会
津
坂
下
消
防
署
や
町
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
訓
練
想
定
】

平
成
26
年
８
月
30
日
、
台
風
15
号

が
新
潟
県
沖
の
日
本
海
を
通
過
し
て

お
り
、
福
島
地
方
気
象
台
は
午
前
７

時
、
会
津
方
部
全
域
に
大
雨
及
び
暴

風
警
報
を
発
令
。
阿
賀
川
が
増
水

し
、
浸
水
や
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令

し
、
広
瀬
地
区
各
集
落
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
警
戒
態
勢
に
入
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
午
前
10
時
8
分
頃
、
福
島

県
会
津
地
方
を
中
心
に
激
し
い
地
震

が
あ
り
、
会
津
坂
下
町
広
瀬
地
区
で

は
家
屋
が
倒
壊
し
、
旧
広
瀬
小
学
校

よ
り
出
火
、
延
焼
拡
大
の
恐
れ
あ
り

と
い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

3
5

4
6

8
9

1
2
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